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令
和
６
年
度
定
時
総
会
が
６
月

14
日（
金
）午
後
１
時
よ
り
、
ア
ル

カ
ス
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
式
次
第
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
、

塚
本
理
事
の
開
会
宣
言
の
後
、
谷

口
理
事
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
。

　
次
い
で
、
在
会
10
年
の
会
員
39

名
に
対
し
て
表
彰
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ご
来
賓
を
代
表
し
て
広
瀬
慶
輔

寝
屋
川
市
長
、
中
川
健
寝
屋
川
市

議
会
議
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
議
事
に
移
り
、
議
長
に
中
西
博

氏
を
選
任
し
議
題
に
入
り
、
こ
の

総
会
に
上
程
さ
れ
た
第
１
号
議
案

か
ら
第
３
号
議
案
、
報
告
案
件
の

２
件
の
す
べ
て
を
全
会
一
致
で
可

決
承
認
さ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

　
た
だ
い
ま
、
ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た

理
事
長
の
谷
口
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
日
、
こ
こ
に
公
益
社
団
法
人
寝
屋
川
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和
６
年
度
定

時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
広
瀬
慶

輔
市
長
、
中
川
健
市
議
会
議
長
、
福
田
篤
志

健
康
福
祉
常
任
委
員
会
委
員
長
、
邑
川
和
之

福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
公
私
何
か
と
ご
多
忙
に
も

か
か
わ
り
ま
せ
ず
、
ご
臨
席
を
賜
り
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
来
賓
の
皆
様
に
は
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
格
段
の
ご
理
解
、

ご
支
援
を
賜
り
、
重
ね
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大

変
お
忙
し
い
中
、
万
障
繰
り
合
わ
せ
て
多
数

ご
出
席
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
本
日
の
総
会
は
、
令
和
５
年
度
事
業
報

告
、
決
算
報
告
、
監
査
報
告
及
び
役
員
の
選

任
の
ご
審
議
と
令
和
６
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
の
ご
報
告
と
、
い
ず
れ
も
重
要
な

案
件
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
慎
重
に
ご
審
議

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
の
発
展
に
功
績
の
あ
り
ま
し
た
会
員
の

皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
表
彰
状
の
授
与
を
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
５
年
度
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前

年
度
に
引
き
続
き
、
就
業
機
会
の
拡
大
・
促

進
と
会
員
の
拡
大
へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
一
部
あ

り
ま
し
た
が
、
事
業
実
績
は
契
約
金
額
で

１
．
６
％
増
の
約
６
億
２
，
０
０
０
万
円
、

就
業
延
人
員
で
は
１
４
０
，
９
０
６
人
、
就

業
実
人
員
で
１
，
０
４
８
人
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
会
員
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
国

的
に
大
幅
な
減
少
傾
向
が
続
く
中
、
出
張
入

会
説
明
会
の
開
催
や
入
会
相
談
会
を
実
施
す

る
な
ど
、
会
員
の
拡
大
へ
の
取
り
組
み
を
積

極
的
に
推
進
し
て
き
た
結
果
、
男
性
７
３
９

人
、
女
性
４
０
７
人
、
合
計
１
，
１
４
６
人

と
前
年
度
に
比
べ
て
38
人
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
会
員
の
皆
様
方
の
不
断

の
努
力
は
申
す
に
及
ば
ず
、
市
当
局
を
は
じ

め
関
係
機
関
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援

の
賜
と
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
昨
年
に
は
、
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
の
導

入
や
「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
」
が
公
布
さ

れ
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
非
常
に
大
き
な

事
務
負
担
と
な
る
な
ど
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
今
ま
で
以
上
に

厳
し
い
状
況
と
な
り
ま
す
が
、
令
和
６
年
度

も
引
き
続
き
、
出
張
入
会
説
明
会
や
入
会
相

談
会
を
積
極
的
に
実
施
す
る
な
ど
、
会
員
の

加
入
促
進
と
就
業
機
会
の
拡
大
・
促
進
に
努

め
る
中
で
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
や
会
員
数
に
見

合
っ
た
多
様
な
就
業
機
会
の
確
保
・
提
供
を

図
る
と
と
も
に
、
安
全
か
つ
適
正
な
就
業
が

推
進
で
き
る
よ
う
、
役
職
員
一
同
、
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
関

係
各
位
、
会
員
の
皆
様
方
並
び
に
ご
家
族
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

理
事
長
　
谷
　
口
　
昌
　
隆

令和６年度定時総会が盛会に開催される

大
阪
労
働
局
職
業
安
定
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　石
田
恵
介
　様
　
　

大
阪
府
商
工
労
働
部
労
働
政
策
監

　
　
　
　
　
　
　
　小
川
　勝
　様
　
　

公
益
社
団
法
人
大
阪
府
シ
ル
バ
ー
　
　
　
　
　

人
材
セ
ン
タ
ー
協
議
会
　会
長
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　河
村
寛
之
　様
　
　

令
和
６
年
度
定
時
総
会
　
挨
拶
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公
益
社
団
法
人
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
令
和
６
年
度
定
時
総
会
の
ご
盛

会
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か

ら
お
祝
い
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
よ
り
、
谷
口
理
事
長
様
を
始
め
、
会

員
の
皆
様
方
に
は
、
当
市
市
政
の
推
進
に
格

別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
で
は
少
子
高
齢
化
が
急
速

に
進
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
当
市
に
お
い
て

も
、
現
在
の
高
齢
化
率
は
30
％
と
、
超
高
齢

社
会
の
目
安
で
あ
る
21
％
を
大
幅
に
超
え
、

市
民
の
４
人
に
１
人
以
上
は
高
齢
者
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
更
な
る
高
齢
化
の
進
行
が
見
込
ま

れ
る
中
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
、
シ
ル
バ
ー
世
代
の
皆
様
が

長
年
培
っ
て
こ
ら
れ
た
豊
富
な
知
識
や
経

験
、
技
術
、
そ
し
て
何
よ
り
も
働
き
続
け
た

い
、
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
意
欲
を

地
域
社
会
で
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
様
々
な
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
シ
ル

バ
ー
世
代
の
皆
様
が
長
年
培
っ
て
こ
ら
れ
た

豊
富
な
知
識
、
経
験
、
技
能
を
活
か
し
た

「
働
く
場
」
を
提
供
さ
れ
る
な
ど
、
「
自

主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の
基
本
理
念
に

基
づ
き
、
い
き
い
き
と
活
動
さ
れ
な
が
ら
活

力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
お
ら

れ
ま
す
こ
と
に
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
当
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
各
種
施

策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
な
お
一

層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
寝
屋
川
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
と
、
本
日
ご
参
集
の
会
員
の
皆
様
方
の

ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
私
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令

和
６
年
度
定
時
総
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
市

議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言

葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
、
平
素
よ
り
市
議
会
活
動
に

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
こ
の
場

を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
本
日
は
、
令
和
６
年
度
定
時
総
会
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
先
ほ
ど
表
彰
を
お
受
け
に
な
ら
れ

ま
し
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
健
康
に
十
分
ご
留
意
い
た

だ
き
、
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を

ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
多
く
の

企
業
で
労
働
力
不
足
が
課
題
と
な
る
一
方
で
、

健
康
で
、
地
域
や
社
会
へ
の
強
い
参
加
意
識

が
あ
り
、
働
く
意
欲
を
お
持
ち
の
高
齢
者
の

方
が
大
勢
お
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
、
更
に
高
齢
化
や
労
働
力
人
口
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
豊
か
な
経
験
や
知
識

を
お
持
ち
の
高
齢
者
の
皆
様
が
、
健
康
を
維

持
し
、
ま
た
安
全
に
就
労
で
き
る
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
会
員
の

皆
様
方
が
長
年
培
わ
れ
た
豊
か
な
知
識
や
経

験
、
技
能
を
活
か
し
た
就
労
の
場
を
提
供
さ

れ
、
生
き
が
い
に
応
え
る
こ
と
を
通
し
、
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
を
続

け
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
、
感
謝
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
日
の
総
会
を
契
機
に
、
寝
屋
川
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
、
よ
り
一
層
発
展
さ

れ
、
高
齢
者
雇
用
の
拠
点
と
し
て
、
重
要
な

役
割
を
担
わ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
寝
屋
川
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
様
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の

お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

ご
　
祝
　
辞

寝
屋
川
市
長

広
瀬
　
慶
輔

ご
　
祝
　
辞

ご
　
祝
　
辞

寝
屋
川
市
議
会
議
長

中
川
　
健

ご
　
祝
　
辞



　
定
時
総
会
で
10
年
表
彰
を
受
け
て
、
早
10
年
か
と
の
思

い
が
あ
り
、
色
々
な
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
現
役
を
退
職
後
、
田
舎
と
の
２
拠
点
生
活
を
続
け
る
中

で
、
寝
屋
川
で
の
日
々
を
充
実
さ
せ
た
い
、
社
会
と
の
繋

が
り
を
持
ち
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
参
加
し
現
在
に
至
り
ま
す
が
、
目
的
は
十
分
達
成

出
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
更
に
会
員
の
皆
さ
ん
、
お
客

様
と
の
人
間
関
係
も
あ
り
、
日
々
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
当
初
、
何
も
分
か
ら
な
い
状
態
で
、
最
初
の
仕
事
が
、

府
警
察
待
機
宿
舎
の
除
草
作
業
で
し
た
。
夏
の
暑
い
中
４

日
連
続
で
日
々
２
ℓ
の
水
分
補
給
を
し
な
が
ら
、
「
こ
れ

が
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
か
、
大
変
キ
ツ
イ
仕
事
だ
な
」
と
の

印
象
で
、
途
中
リ
タ
イ
ア
す
る
人
も
あ
り
、
今
思
え
ば
60

歳
前
半
だ
っ
た
の
で
持
ち
こ
た
え
た
の
か
な
と
思
い
ま

す
。

　
最
初
が
キ
ツ
イ
仕
事
だ
っ
た
の
で
、
次
か
ら
の
作
業
は

少
し
楽
だ
っ
た
か
な
、
と
感
じ
た
か
と
思
い
ま
す
。
個
人

宅
の
除
草
作
業
、
不
用
品
搬
出
、
樹
木
伐
採
、
又
幼
稚

園
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
公
舎
の
清
掃
作
業
等
々
、
先
輩
会
員

に
教
え
て
頂
き
な
が
ら
今
日
に
至
っ
て
ま
す
。
現
在
も
先

輩
会
員
（
80
代
）
が
元
気
に
活
動
さ
れ
て
い
る
姿
を
見

て
、
ま
だ
ま
だ
頑
張
ら
ね
ば
と
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

　
仕
事
の
流
れ
は
、
ま
ず
事
務
所
か
ら
仕
事
の
依
頼
を
受

け
、
お
客
様
と
の
下
見
立
会
日
時
の
調
整
、
下
見
時
に
見

積
り
、
作
業
日
時
の
調
整
、
会
員
と
の
連
絡
、
作
業
後
に

費
用
処
理
を
し
て
作
業
確
認
書
に
サ
イ
ン
を
頂
き
完
了
な

の
で
す
が
、
こ
の
流
れ
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
お
客
様
と
の

出
会
い
が
あ
り
ま
す
。
費
用
値
引
き
の
要
求
、
追
加
作
業

谷
口
　博
光
　
　池
田
Ｂ
校
区

光
井
　俊
雄
　
　楠
根
校
区

浅
倉
　英
男
　
　中
央
校
区

中
野
　賢
一
　
　池
田
Ｂ
校
区

嘉
田
　明
良
　
　石
津
校
区

山
石
　一
三
　
　点
野
校
区

清
水
　秀
雄
　
　啓
明
校
区

植
木
　正
明
　
　点
野
校
区

西
川
　
　広
　
　宇
谷
校
区

影
井
　和
枝
　
　池
田
Ａ
校
区

三
瀬
　常
義
　
　田
井
校
区

安
積
　新
治
郎
　木
屋
校
区

谷
口
　伸
敏
　
　啓
明
校
区

吉
永
　初
子
　
　三
井
Ａ
校
区

亀
井
　伸
一
　
　点
野
校
区

村
岡
　
　要
　
　三
井
Ａ
校
区

加
藤
　春
樹
　
　国
松
緑
丘
校
区

小
川
　裕
暁
　
　西
Ｂ
校
区

加
藤
　義
博
　
　池
田
Ｂ
校
区

小
泉
　
　進
　
　啓
明
校
区

小
泉
　谷
子
　
　啓
明
校
区

尾
楠
　美
知
子
　楠
根
校
区

幸
岡
　武
男
　
　木
屋
校
区

山
形
　隆
司
　
　宇
谷
校
区

辰
己
　顯
憲
　
　田
井
校
区

武
藤
　和
義
　
　第
五
校
区

藤
澤
　富
江
　
　楠
根
校
区

松
本
　保
智
　
　望
が
丘
Ｂ
校
区

藤
田
　文
子
　
　啓
明
校
区

森
田
　貞
春
　
　第
五
校
区

矢
部
　富
次
平
　桜
校
区

橋
元
　貞
子
　
　池
田
Ｂ
校
区

大
野
　敬
子
　
　南
校
区

桑
原
　喜
美
子
　田
井
校
区

白
濱
　桂
子
　
　成
美
校
区

福
嶋
　
　清
　
　西
Ｂ
校
区

東
谷
　
　博
　
　中
央
校
区

下
田
　鎭
男
　
　南
校
区

稲
富
　茂
司
郎
　望
が
丘
Ａ
校
区

令
和
６
年
度
表
彰
者

正
会
員
と
し
て
10
年
以
上
の
在
会
会
員

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　
表
彰
状
を
お
受
け
に
な
ら
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

10
年
を
振
り
返
っ
て

谷
口
　
博
光

会
員
紹
介
制
度
に
つ
い
て

の
要
請
等
、
困
っ
た
事
も
あ
る
一
方
で
、
大
変
気
遣
い
を

し
て
下
さ
る
方
、
お
礼
Ｔ
Ｅ
Ｌ
、
メ
ー
ル
を
下
さ
る
方

等
々
、
人
対
応
で
大
変
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
後
期
高
齢
者
に
近
づ
き
、
腰
、
膝
に
違
和

感
、
体
力
も
低
下
し
て
歳
を
感
じ
る
事
が
多
く
な
り
ま
し

た
が
、
健
康
、
事
故
、
怪
我
に
気
を
付
け
て
シ
ル
バ
ー
活

動
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
会
員
募
集
チ
ラ
シ
の
配
布
や

出
張
入
会
説
明
会
な
ど
を
行
い
、
会
員
拡
大
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
よ
り
一
層
入
会
促
進
を
強
化
す
る
為
、
会
員
紹
介
制
度

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
友
人
や
ご
近
所
に
お
住
ま
い
の
方

で
、
当
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
会
を
お
考
え
の
方
は
お
ら
れ
ま

せ
ん
か
？

　
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
そ
の
方
が
入

会
さ
れ
ま
し
た
ら
、
紹
介
者
の
会
員

の
方
へ
２
，
０
０
０
円
相
当
の
粗
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
！
（
会
員
１

人
に
つ
き
２
回
ま
で
）

　
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令和６年９月 （4）（公社）寝屋川市シルバー人材センター



令和５年度　事業実績職群別

専 門 技 術 群

技 能 群

事 務 整 理 群

施 設 管 理 群

折 衝 外 交 群

軽 作 業 群

サ ー ビ ス 群

合 計

区　　分 就業延時間（時間） 就業延人員（人日） 受注件数（件） 契約金額（円）

4，208

17，528

458

112,601

55,855

300,404

3,925

494,979

844

5,426

311

33,118

8,116

82,800

1,506

132,121

3

1,671

8

43

33

1,626

29

3,413

6,568,925

37,032,299

548,606

131,134,000

24,680,969

362,837,214

4,698,219

567,500,232

会　員　数
性　別 年度当初 途中入会者 途中退会者 年度末現在 平均年齢 就業実人員

男　性

女　性

合　計

720人

388人

1,108人

134人

86人

220人

115人

67人

182人

739人

407人

1,146人

74.4歳

73.5歳

74.1歳

608人

350人

958人

【 

総 

会 

報 

告 

】

派遣事業報告書
就　業
延時間

（時間）

就　業
延人員

（人日）

受　注
件　数
（件）

賃　金
（円）

44,672,705

事務費
（円）

6,602,847

消費税
（円）

5,099,069

合　計
（円）

56,374,621838,78539,459

令和5年度　正味財産増減計算書

I　経常増減の部
（1）　経常収益

1　受託事業収益
2　労働者派遣事業等受託収益
3　職業紹介事業受託収益
4　受取会費
5　受取補助金等
6　指定管理者受託事業収益
7　特定資産運用益　
８　雑収益
経常収益計

科　　目 決 算 額
 
 

567,657,032
5,394,659

0
2,431,500

38,587,000
95,222,109

0
13,068

709,305,368

 
696，983，969

8，891，552
705，875，521

3,429,847
3,429,847

86,966,459
90,396,306
90,396,306

収益 費用単位：円 単位：円

科　　目 決 算 額
（2）経常費用  　
　　1　事業費
　　2　管理費
　　経常費用計
　　当期経常増減額
　　　当期一般正味財産増減額
　　　一般正味財産期首残高
　　　一般正味財産期末残高
Ⅱ　正味財産期末残高

令和６年９月 （5）（公社）寝屋川市シルバー人材センター



令和6年度　事　業　計　画
１．就業開拓提供事業

　就業機会の開拓を積極的に行い、より一層会員へ
の提供に努めます。
　健康で働く意欲の高い高年齢者の入会促進と、特
に女性高年齢者の入会促進を積極的に推進し、会員
拡大に努めます。

２．指定管理事業
　寝屋川市都市公園及び公園墓地を快適かつ安全に
利用していただくため、適正な維持、管理に努めま
す。

３．普及啓発事業
　ホームページでの情報提供や就業開拓及び入会促
進用リーフレット等を配布するなど、シルバー事業
の積極的な普及啓発活動の推進に努めます。

４．研修・講習会事業
　就業機会の拡大・促進を図るため、就業等に必要
な知識及び技能の取得や資質の向上を目的とした各
種研修・講習会を実施します。

５．相談事業
　高年齢者に就業機会の提供を促進するため、定期
的な入会説明会に加え、出張入会説明会や入会相談
会を開催し、会員の加入促進に努めます。

６．安全・適正就業推進事業
　安全・適正就業推進委員会を中心として、講習会
の実施や現場へのパトロールを実施します。
　また、「適正就業ガイドライン」の周知徹底を図り、
適正な就業の確立に努めます。

７．職業紹介事業
　仕事の求人を企業等から受け、希望する高年齢者
に対して、就業情報を提供し、有料による就職の斡
旋を行います。

８．労働者派遣事業
　労働者派遣事業による就業を提供し、派遣事業の
拡大と適正就業の推進に努めます。
　また、同種の業務に従事する労働者との均等・均
衡待遇への確立に努めます。

９．デジタル化推進事業
　会員のデジタルリテラシーの向上、デジタルデバ
イドの解消を目指し、配分金支払明細書のＷｅｂ化
や電子契約の推進など、業務の効率化を図ります。

10．フリーランス新法への対応
　発注者、センター、会員間における新たな三者契
約など、適切な契約方法等について周知徹底に努め
ます。

令
和
６
・
７
年
度

　役
員
紹
介

　
令
和
６
年
度
定
時
総
会
で
承
認
さ
れ
、

総
会
終
了
後
の
理
事
会
に
お
い
て
決
定
し
た

新
役
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　
任
期
は
２
年
で
す
。

Ⅰ　経常増減の部
（1）経常収益  
　1　受託事業収益 602,830,000
　2　労働者派遣事業等受託収益 6,000,000
　3　職業紹介事業受託収益 10,000
　4　受取会費 2,802,000
　5　受取補助金等 39,627,000
　6　指定管理者受託事業収益 101,483,000
　7　特定資産運用益 10,000
　8　雑収益 110,000
　 経常収益計 752,872,000

（2）経常費用   
　1　事業費 743,487,000
　2　管理費 9,385,000
　経常費用計 752,872,000
　当期経常増減額 0
　　当期一般正味財産増減額 0
　　一般正味財産期首残高 86,966,459
　　一般正味財産期末残高 86,966,459
Ⅱ　正味財産期末残高 86,966,459

令和6年度　収　支　予　算

科　　目 予 算 額 科　　目 予 算 額
収益 単位：円 費用 単位：円

理
事
長

　谷
　口
　昌
　隆

副
理
事
長
　乾
　
　
　嘉
　子

常
務
理
事
　大
久
保
　勝
　次

理
　
　事
　岡
　田
　安
　可

　
　
　
　
　坂
　本
　保
　子

　
　
　
　
　中
　西
　
　
　博

　
　
　
　
　永
　田
　兼
　治

　
　
　
　
　畑
　中
　克
　己

　
　
　
　
　三
　輪
　順
　子

　
　
　
　
　吉
　田
　博
　昭

監
　
　事
　海
　野
　一
　登

　
　
　
　
　平
　石
　
　
　貴

（
敬
称
略
順
不
同
）

令和６年９月 （6）（公社）寝屋川市シルバー人材センター



　
会
員
さ
ん
を
主
体
と
し
た
、
同
好
会
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
以

前
よ
り
、
歩
こ
う
会
が
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
ゴ
ル
フ

同
好
会
と
健
康
麻
雀
同
好
会
が
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ゴ
ル
フ
同
好
会
は
、
７
月
16
日
に
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
ま
し

た
。
初
め
て
の
会
で
し
た
が
、
同
じ
趣
味
を
持
つ
仲
間
同
士
、

和
気
あ
い
あ
い
と
今
後
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
、
話
し
合
い
を

行
い
ま
し
た
。
コ
ー

ス
を
回
る
第
一
回
目

の
活
動
は
、
10
月
中

旬
頃
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
参
加
し

て
み
た
い
と
い
う
方

は
、
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

　
今
後
、
様
々
な
同
好
会
の
立
ち
上
げ
や
活
動
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
「
同
好
会
に
参
加
し
た

い
」
と
い
う
方
や
、
「
こ
ん
な
同
好
会
は
ど
う
？
」
と
い
っ
た

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ニ
コ
ニ
コ
歩
こ
う
会
も
、
37
回
目
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
も
無
理
の
な
い
コ
ー
ス
を
、
皆
さ
ん
と
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

　
６
月
は
、
奈
良
の
長
谷
寺
へ
行
き
ま
し
た
。
下
見
の
際

に
予
約
を
し
て
い
た
旅
館
で
昼
食
を
摂
り
、
帰
り
に
名
物

の
柿
の
葉
寿
司
を
、
土
産
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
後
日
、

楽
し
か
っ
た
と
連
絡
が
あ
り
、
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
７
月
は
暑
い
日
が
続
く
中
、
熱
中
症
に
気
を
付
け
て
生

駒
山
頂
へ
行
き
ま
し
た
が
、
山
頂
は
山
麓
と
比
べ
気
温
が

５
度
ぐ
ら
い
低
く
、
「
来
て
よ
か
っ
た
！
」
と
の
声
が
多

か
っ
た
で
す
。

　
８
月
は
さ
す
が
に
暑
い
月
な
の
で
休
み
、
９
月
は
災
害

の
勉
強
を
兼
ね
て
防
災
セ
ン
タ
ー
の
見
学
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
の
た
め
に
、
色
々
な
計
画
を
し
て
い

ま
す
。
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く

だ
さ
い
。

★

第
37
回
★

ゴルフ同好会
顔合わせをしました

長
野
　政
由

　
10
月
10
日
（
木
）
に
ス
マ
ホ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ス
マ
ホ

を
お
持
ち
で
な
い
方
や
初
心
者
を
対
象
と
し
、
ス
マ
ホ
が
ど
う

い
う
も
の
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
っ
た

〝
ス
マ
ホ
体
験
〞
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
常
で
便
利
な

地
図
や
カ
メ
ラ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
こ
の
講
座
は
、
今
後
定
期
的
に
開
催
し
、
内
容
も
少
し
ず
つ

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
期
待
下
さ
い
。
体
験
用

の
ス
マ
ホ
を
用
意
し
ま
す
の
で
、
ス
マ
ホ
を
お
持
ち
で
な
い
方

も
参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
、
会
員
で
は
な
く
て
も
寝
屋
川
市
在

住
の
方
で
し
た
ら
参
加
し
て
頂
け
ま
す
の
で
、
ご
友
人
と
一
緒

に
参
加
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
し
て
、
以
前
か
ら
お
知
ら
せ
し
て
い
る
通
り
、
10
月
よ
り

配
分
金
支
払
明
細
書
が
Ｗ
ｅ
ｂ
化
へ
完
全
移
行
し
ま
す
の
で
、

初
期
設
定
や
使
い
方
が
わ
か
ら
な
い
方
も
、
こ
の
機
会
を
ご
活

用
下
さ
い
。

　
日
時
　
10
月
10
日
（
木
）
14
時
00
分
〜
15
時
30
分

　
場
所
　
市
民
会
館
（
秦
町
41
ー
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
会
議
室

　
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

　
　
　
　
当
セ
ン
タ
ー
会
員
も
し
く
は

　
　
　
　
寝
屋
川
市
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

　
　
　※

参
加
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
　
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

同
好
会
に
つ
い
て

同
好
会
に
つ
い
て

歩
こ
う
会
　

歩
こ
う
会
　

ス
マ
ホ
講
座

ス
マ
ホ
講
座開

催
の
お
知
ら
せ

開
催
の
お
知
ら
せ
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広
報
部
会
で
は
、
会
報
・
セ
ン
タ
ー

通
信
に
掲
載
す
る
原
稿
や
、
写
真
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
投
稿
箱
を
事
務
所
前
に
設
置

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
セ
ン
タ
ー
、
広

報
部
会
に
対
し
て
の
ご
意
見
も
、
ど
し

ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。広

報
部
会
員
一
同

編
集
後
記

　
当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
数
は
、
前
年
度
は
皆

様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
わ
ず
か
な
が
ら
増

加
し
ま
し
た
が
、
会
員
不
足
の
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
。

　
せ
っ
か
く
い
た
だ
い
た
お
仕
事
を
職
種
、

時
間
、
地
域
等
の
条
件
に
よ
っ
て
は
、
就
業

会
員
不
足
の
た
め
、
お
断
り
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ケ
ー
ス
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
友
人
や
ご
近
所
の
方

で
、
当
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
に
興
味
の
あ
る

方
に
、
入
会
の
ご
案
内
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
10
月
５
日
（
土
）
10
時
か
ら

　
　
　
　
市
民
会
館
　
第
１
会
議
室

　
10
月
８
日
（
火
）
14
時
か
ら

　
　
　
　
池
の
里
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
多
目
的
室
２
・
３

　
10
月
24
日
（
木
）
10
時
か
ら

　
　
　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
会
議
室

　
10
月
29
日
（
火
）
14
時
か
ら

　
　
　
　
西
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
講
義
室

　※
参
加
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
毎
年
10
月
の
第
３
土
曜
日
を
「
シ
ル
バ
ー

の
日
」
と
定
め
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
普
及
啓
発
を
兼
ね
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
10
月
19
日
（
土
）
に
市
道
池
田
秦

線
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
集
合
時
間
　
午
前
９
時
45
分

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
　
作
業
開
始

　
　
　
　
　
　
雨
天
中
止

　
集
合
場
所
　
市
役
所
ま
た
は

　
　
　
　
　
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

会
員
拡
大
に
ご
協
力
を
！

配
分
金
支
払
予
定
日

９
月
分
配
分
金
↓
10
月
15
日
（
火
）
支
払

10
月
分
配
分
金
↓
11
月
15
日
（
金
）
支
払

11
月
分
配
分
金
↓
12
月
13
日
（
金
）
支
払

12
月
分
配
分
金
↓
１
月
17
日
（
金
）
支
払

出
張
入
会
説
明
会
の
開
催

「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
参
加
者
募
集

　
会
費
は
、
会
員
の
保
険
加
入
等
に
支
払
わ

れ
る
重
要
な
財
源
で
す
。

　
会
費
が
納
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
お

仕
事
の
提
供
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
在

就
業
さ
れ
て
い
る
方
も
、
就
業
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　
納
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
速
や
か
に
納

入
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　  

（
年
会
費
　
　
２
，
０
０
０
円
）

　
４
月
１
日
に
会
員
で
あ
る
場
合
、
そ
の
年

度
の
会
費
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
（
会
員
資

格
は
、
会
員
自
身
が
退
会
手
続
き
を
し
な
い

限
り
、
自
動
継
続
で
す
）

　
会
費
未
納
の
方
は
、
退
会
さ
れ
る
場
合
で

も
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
仕
事
を
や
め
た
方
で
も
、
退
会
手

続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
会
員
の
籍

が
残
っ
て
い
る
た
め
、
会
費
を
納
め
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
◇

　
○
入
会
の
条
件

　
　
・
寝
屋
川
市
在
住

　
　
・
60
歳
以
上

　
　
・
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

　
○
入
会
説
明
会
日
程

　
　
・
10
月
16
日
（
水
）

　
　
・
11
月
20
日
（
水
）

　
　
・
12
月
18
日
（
水
）

　※

参
加
予
約
が
必
要
で
す
。

   

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
○
時
　
間
　
14
時
か
ら
約
60
分
程
度

　
　
　
　
　
　
（
15
分
前
か
ら
受
付
開
始
）

　
○
場
　
所
　
市
民
会
館

　
　
　
　
　
　
研
修
室
（
10
月
）

　
　
　
　
　
　
第
２
会
議
室
（
11
・
12
月
）

　
○
持
ち
物
　
・
筆
記
用
具

　
　
　
　
　
　
・
年
会
費
（
１
，
０
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　※

10
月
以
降
の
入
会
者

　
　
　
　
　
　
　
か
つ
入
会
年
度
の
み

　
　
　
　
　
　
・
身
分
証
明
で
き
る
も
の

　
　
　
　
　
（
免
許
証
・
健
康
保
険
証
等
）

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

◇ 

お  

願  

い 

◇

　
事
務
所
へ
電
話
を
さ
れ
る
場
合
は
、

ま
ず
会
員
番
号
と
お
名
前
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

配
分
金
支
払
明
細
書
の
Ｗ
ｅ
ｂ
化

　
以
前
か
ら
お
知
ら
せ
し
て
い
る
通

り
、
令
和
６
年
10
月
よ
り
、
配
分
金
支

払
明
細
書
の
郵
送
を
廃
止
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
ス
マ
ホ
や
パ

ソ
コ
ン
で
確
認
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
使
用
方
法
等
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点

は
、
事
務
局
窓
口
も
し
く
は
ス
マ
ホ
講

座
に
て
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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